
保護者等向け 放課後等デイサービス評価表

公表日：

事業所名： 放課後等デイサービス　けやきアカデミー 対象人数（保護者）37人　回答者数 17人　回収 45.9%

チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ

環
境・
体
制
整
備

① 子どもの活動等のスペースが十分に確保されているか 17

② 職員の配置数や専門性は適切であるか 14 3

③ 事業所の設備等は、スロープや手すりの設置などバリアフリー化の配慮が適切になされているか 12 5

適
切
な
支
援
の
提
供

④ 子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された上で、放課後等デイサービス計画が作成されているか 13 4

⑤ 活動プログラムが固定化しないよう工夫されているか 13 4

⑥ 放課後児童クラブや児童館との交流や、障害のない子どもと活動する機会があるか 8 5 4

保
護
者
へ
の
説
明
等

⑦ 支援の内容、利用者負担等について丁寧な説明がなされたか 13 4

⑧ 日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の状況や課題について共通理解ができているか 13 4

⑨ 保護者に対して面談や、育児に関する助言等の支援が行われているか 12 4 1

⑩ 父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により保護者同士の連携が支援されているか 5 9 3

⑪
子どもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知・説明し、苦情があった場
合に迅速かつ適切に対応しているか 14 3

⑫ 子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされているか 16 1

⑬
定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報や業務に関する自己評価の結果を子ども
や保護者に対して発信しているか 16 1

⑭ 個人情報に十分注意しているか 15 2

非
常
時
等
の
対
応

⑮ 緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアルを策定し、保護者に周知・説明されているか 17

⑯ 非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、その他必要な訓練が行われているか 11 6

満
足
度

⑰ 子どもは通所を楽しみにしているか 17

⑱ 事業所の支援に満足しているか 14 3

送
迎
対
応

⑲ 送迎は正しく行われているか 16 1



2023年
株式会社エンジョイ

放課後等デイサービス
けやきアカデミー

ガイドラインアンケート　従業者向け　結果



・構造上難しいためバリアフリーはしておりません。しかし
ながら玄関、階段に手すりをつけております。
・バリアフリーではありませんが玄関やトイレ、入り口には
手すりを設けています。
・完全バリアフリーではないですが、トイレ、玄関、階段な
どに手すりを設置しています。

階段があります。
階段に手すりがついている。
1階に多目的トイレが設備されている。

並行して行っている。
意見を把握して、業務改善に務めている。

全員は出来ていませんが、個別の児童に対し
て
アセスメントツールを使用している。



・医療的ケア児がいない為。 ・児童発達支援事業所と情報共有をしています。
・児童発達支援エンジョイキッズと情報を共有していま
す。

・現在対象の方がいらっしゃいません。

今そう言った人はいないけど、その先の事業所には
伝えている
現在は、該当する利用児童がいません。
今後必要な際は、情報の提供を行なっていく。

医療的ケアが必要な児童を受け入れる施設で
はない為。

高学年の利用者が多く
相談事業所や併用事業所からの共有を行っ
てもらっています。

今現在障害福祉サービス事業所等へ行かれ
た児童さんはおられません。
今後移行される場合には共有を行います。



・児童館や放課後児童クラブとの交流はありませんが
公園活動の際、地域の児童様と交流をさせていただく
ことがあります。
・児童館へ行くことはありませんが、地域の公園にて関
わる機会があります。

・今年4月に施設説明会で保護者会を開催し、来年 1月
に座談会を予定しています。

社会の状況に応じて、機会を作ろうとしている。
今後、祭りなどを開催し交流できるようにしていく

会社全体で外部講師を招き、研修を行ってい
ます。

児童館などの交流はありませんが公園活動
の際に地域の交流する機会がたくさんありま
す



・インフルエンザやコロナウイルスの流行により現在は
実施できていない。



放課後等デイサービスガイドラインに基づくアンケートの反省・改善について

放課後等デイサービス アカデミー

アンケートの結果から話し合い、反省・改善する部分を以下のようにまとめました。
（2024.1.12）

【【保保護護者者向向けけアアンンケケーートトよよりり】】

質問2.職員の配置数や専門性は適切であるか
はい14（82％） どちらともいえない3（18％）
（（回回答答））
職職員員のの配配置置はは適適正正にに配配置置ささせせてて頂頂いいてていいまますす。。職職員員はは研研修修にに参参加加しし専専門門性性をを高高めめるる取取りり組組
みみをを行行っってていいまますす。。保保護護者者様様にに共共有有、、周周知知ししてていいききまますす。。

質問3.事業所の設備等は、スロープや手すりの設置などバリアフリー化の配慮が適切になさ
れているか
はい12（71％） どちらともいえない３（29％）
（（回回答答））
階階段段ににはは手手すすりりがが設設置置さされれてていいまますす。。室室内内ももババリリアアフフリリーー設設計計ににななっってておおりりまますす。。ししかかししなながが
らら車車椅椅子子対対応応ののフフロロアアににななっってていいなないい為為、、出出来来るる限限りりのの対対応応にに努努めめてて参参りりまますす。。一一階階ののフフロロ
アアはは車車椅椅子子対対応応ののトトイイレレがが設設置置さされれてていいまますす。。

質問4.子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された上で、放課後等デイサービス
計画が作成されているか
はい13（76％） どちらともいえない４（24％）
（（回回答答））
おお子子ささままががどどののよよううなな特特徴徴ややニニーーズズをを持持っってていいるるののかかをを明明確確ににしし、、事事業業所所ででのの対対応応をを話話しし合合
いいししおお子子ささままののニニーーズズにに合合わわせせ、、保保護護者者ととのの面面談談、、説説明明ををしし計計画画書書をを作作成成ししてていいまますす。。

質問5、活動プログラムが固定化しないよう工夫されているか
はい13（76％） どちらともいえない４（24％）
（（回回答答））
毎毎週週、、ププロロググララムムはは変変更更ししてておおりりPPCC・・微微細細活活動動・・SSSSTT・・ココミミュュニニケケーーシショョンン・・感感覚覚統統合合にに繋繋ががるる
遊遊びびななどどをを工工夫夫ししてていいまますす。。
保保護護者者様様ににももっっとと知知っってて頂頂けけるるよよううにに周周知知ししたたりり、、直直接接おお伝伝ええししたたりり子子どどももたたちちのの姿姿をを伝伝ええてて
いいききまますす。。

質問6、地域との交流や、障害のない子どもと活動する機会があるか
はい8（47％） どちらかともいえない（29％） いいえ４（24％）
（（回回答答））
本本年年度度はは保保護護者者会会ででのの夏夏祭祭りりややエエンンジジョョイイ祭祭りりのの開開催催ももあありり、、おお友友達達のの兄兄弟弟ななどどとと関関わわるる事事
もも出出来来ままししたた。。
活活動動ののイイベベンントトににてて、、交交通通機機関関をを使使っっっったたりり水水族族館館やや外外食食食食体体験験、、地地域域ののおお祭祭りりななどど様様々々なな経経



験験ををししままししたた。。公公園園活活動動でではは、、地地域域ののおお友友達達とと一一緒緒にに遊遊ぶぶ姿姿もももも見見らられれててききままししたた。。
今今年年はは地地域域ののおお祭祭りりやや公公園園、、地地域域ととのの交交流流のの機機会会をを設設けけてていいここううとと検検討討ををししてて参参りりまますす。。

質問7、支援の内容、利用者負担等について丁寧な説明がなされたか
はい13（76％） どちらともいえない４（24％）
（（回回答答））
契契約約時時のの面面談談ののととききにに、、説説明明ささせせてていいたただだいいてていいまますす。。ままたた適適宜宜保保護護者者ささままかからら質質問問をを受受
けけたた際際にに、、説説明明ささせせてていいたただだいいてておおりりまますす。。今今後後伝伝わわっってていいななかかっったたここととををししっっかかりりとと受受けけ止止
めめ、、ここれれかからら伝伝ええ方方ななどどをを考考ええささせせてていいたただだききまますす。。

質問8. 日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の状況や課題について
共通理解ができているか
はい13（76％） どちらともいえない４（24％）
（（回回答答））
定定期期的的にに保保護護者者様様ととのの面面談談をを実実施施すするるここととやや、、各各ススススタタッッフフがが保保護護者者様様へへのの助助言言、、支支援援援援ををよよりり
行行ううここととががででききるるよようう、、会会社社内内のの研研修修等等をを通通しし、、研研鑽鑽にに努努めめてて参参りりまますす。。
公公式式ラライインンやや電電話話をを使使いい子子どどもものの状状況況ををおお伝伝ええしし、、いいつつででもも相相談談ししてていいたただだけけるる関関係係性性をを作作
りりををししてていいききまますす。。

質問9、保護者に対して面談や、育児に関する助言等の支援が行われているか
はい12（71％） どちらともいえない４（24％） いいえ１（6％）
（（回回答答））
来年度以降、定期的に保護者様との面談を実施することや、各スタッフが保護者様への助

言、支援をより行うことができるよう、会社内の研修等を通し、研鑽に努めて参ります。

質問10、父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により保護者同士の連携が支援
されているか
はい5（29％） どちらともいえない４（9％） いいえ3（18％）
（（回回答答））
今今年年度度はは、、保保護護者者会会、、父父母母会会ととももにに実実施施ささせせてていいたただだききままししたた。。利利用用児児童童とと保保護護者者様様ががとと
ももにに来来所所ししややすすいいよよううにに保保護護者者会会のの裏裏でではは、、夏夏祭祭りりをを実実施施ささせせてていいたただだきき、、保保護護者者会会ののああとと
にに保保護護者者様様がが子子どどももとと一一緒緒にに回回っったたりり、、指指導導員員とと話話ををででききたたりり、、保保護護者者同同士士でで話話すす機機会会をを設設
けけささせせてていいたただだききままししたた。。来来年年度度、、今今年年度度よよりり認認知知ししてていいたただだけけるるよよううにに周周知知をを頑頑張張ららせせてていい
たただだききまますす。。

質問11、子どもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、子どもや保
護者に周知・説明し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか
はい14（82％） どちらともいえない3（18％）



（（回回答答））
苦苦情情ににななるる前前のの段段階階でで日日常常のの意意思思疎疎通通をを図図りり、、保保護護者者様様やや利利用用者者様様のの立立場場にに立立っったた視視点点
をを持持ちち、、支支援援援援をを続続けけてて参参りりまますす。。今今後後、、頂頂戴戴ししたた意意見見ににつつききままししててはは、、事事業業所所全全体体でで共共有有
しし、、適適切切にに対対応応ををししてて参参りりまますす。。

質問16.非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、その他必要な訓練が行われている
か
はい11（65％） どちらともいえない6（35％）
（（回回答答））
年年にに22回回、、建建物物にに併併設設さされれてておおりりまますす、、鈴鈴鹿鹿鹿鹿欅欅高高等等学学院院ととけけややききネネククスストト合合同同でで避避難難訓訓練練とと
消消化化器器等等等等のの使使いい方方のの確確認認をを実実施施ししままししたた。。株株式式会会社社エエンンジジョョイイ全全体体でではは、、AAEEDDのの使使用用用用方方法法
ややままたた、、前前消消防防署署長長のの方方にに施施設設ににもも来来てていいたただだきき防防災災訓訓練練をを実実施施ししてていいまますす。。療療育育時時間間中中

ににもも定定期期的的にに利利用用者者様様ととススタタッッフフととでで避避難難訓訓練練をを行行っってておおりりまますす。。保保護護者者様様にによよりり知知っってていい

たただだけけるるよようう、、公公式式ラライインンやや活活動動記記録録ななどどをを活活用用しし、、情情報報をを発発信信ししてて参参りりまますす。。

質問18、事業所の支援に満足しているか
はい14（82％） どちらともいえない3（18％）
（（回回答答））
ごご満満足足頂頂けけるるよよううにに、、面面談談等等をを重重ねね支支援援援のの内内容容ををよよりり満満足足ししてていいたただだけけるるよよううにに保保護護者者様様のの
意意見見もも取取りり入入れれ対対応応ししてていいききたたいいとと思思いいまますす。。

【【従従業業員員員向向けけアアンンケケーートトよよりり】】

質問3、事業所の設備等について、バリアフリー化の配慮が適切になされているか
（（回回答答））
階階段段ににはは手手すすりりがが設設置置さされれてていいまますす。。室室内内ももババリリアアフフリリーー設設計計ににななっってておおりりまますす。。ししかかししなながが
らら車車椅椅子子対対応応ののフフロロアアににななっってていいなないい為為、、出出来来るる限限りりのの対対応応にに努努めめてて参参りりまますす。。一一階階ののフフロロ
アアはは車車椅椅子子対対応応ののトトイイレレがが設設置置さされれてていいまますす。。
また、設備等も契約時にしっかり保護者様に伝えていくようにしていきます。

質問5、保護者等向け評価表を活用する等によりアンケート調査を実施して保護者等の意
向等を把握し、業務改善につなげている
（回答）
並行して取り組み、意見を把握し、業務改善につなげています。

質問１０、子どもの適応行動の状況を図るために、標準化されたアセスメントツールを使用
しているか
（回答）
全員は出来ていませんが、個別の児童に対してアセスメントツールを使用しています。今後、全
員の作成をおこなっていきます。



質問２２、医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場合は、子どもの主治医等と連絡体制
を整えているか
（回答）
対対象象ととななるるおお子子様様ががみみええなないいここととかからら「「どどちちららととももいいええなないい」」のの回回答答にに繋繋ががっってていいまますす。。

質問２４、学校を卒業し、放課後等デイサービス事業所から障害福祉サービス事業所等へ
移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等しているか
（（回回答答））
今現在、障害福祉サービス事業所へ移行した児童はいません。今後移行する児童がいるときは
情報を提供します。

質問２５、児童発達支援センターや発達障害者支援センター等の専門機関と連携し、助言
や研修を受けているか
（（回回答答））
会社全体で外部講師を招き、研修を行なっています。
療育や消防、防災研修なども取り入れています。

質問２６、放課後児童クラブや児童館との交流や、障害のない子どもと活動する機会がある
か

（（回回答答））
児童館などの交流はありませんが公園活動の際に地域の交流する機会がたくさんあります。今
後はもっと地域の交流する機会を増やしていきます。




